
コロナ石独フアンヒーター（強制通気お開放式石油ストープ) 

取扱説明書 


Aal WiE お姑 h 诚別 


FH-E345BY • FH-E465BY • FH-E575BY 



このたびは、コ□ナ扫ミ由フアンヒーターをお質 
いあげいただぎ、まことにありがとラごぎし、ま 
した。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった穫もお使いになるちがい 
つでち見られる巧に「保証書」となに大祝に保 
管しでくださし、。 


zh を険 I [ A 警告 


爲 

V 換気おち 

h 時間に1〜2回 


KEROSENE ONLY 


I, - ) 

ガソリン使巧禁止 

使用燃料：巧油 


1時間に1〜2回 I 

巧るとぎおぶ) 
スプレー定巧禁] 


A ま意 


変質した持ち越し阿油 

使巧巧禁 


ち < じ 


特にま意しでいただきたいこと、 心ソ 

(安をのために必すお守りください) -- 1〜4 


* 巧'庙の廣案についで 


使巧する場所 


各部の名称 


5〜8 


パ観図•構造図 
操作部•表示部 


操作部•表示部のなまえとはたらぎ 


使用前の等備- 
•1 ま巧前の華偏- 


- — 9 〜11 


巧用燃料 


.撤由 . 

点义前のを偏とお認 


— 10 
——11 


高地補圧 


一且1弓 




1ま巧ちを—— 
•点火 

•消乂- 

•室温の調節 
•ル部屋モード ー 
♦己砂な义 
•チャイルド□ツ' 


現な時刻の台わせかた 


タイマー運転- 

ウルトラサインの消な 


12〜16 
——12 
——13 

13 

——14 

14 

——14 

15 

15〜16 
——16 


曰常の点検•ま入れ 


定期点検 


回巧 障 •冥常の見分け方と処置ち 法 一19 〜 20 

回部品交換のしかた-21 

EE 保管(長巧間梗用しない場合)- 21 

旧化様 -と2 

旧 ア フターサー ビス-22 
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0 訟号な巧為を指を'する巧容ををばるをのです。 

図のホに冥が的な指巧の容（を図の場合は一•般的な巧 
為の指示）がおかれていまず。 




この表示を巧視しで、誤ったおりあい 
をすると、人び死亡、重傷を負ラ可能 
性または义おの巧旨旨性び想定されるの 
容を示しでいまず。 


(§) 


を記号は禁 it の巧為であることを告げるをのです。 
図の中やお傍に具体的な禁止の容（を因の場ちは方ソ 
リン禁止）び巧かれでいます。 


八危険 


この表示を無視しで、誤った取りあい 
をすると、人び死亡、重傷を負う危険 
または义がの危険び差し迫つでをじる 
ことび想定されるの容を示しでいます。 


A 


お表示の例 

么記号は'ま愚を挺す巧啓びあることを吿びるをのです。 
國の中に臭巧のなま惠巧容（左図の療含は一酸的なな 
意）びおかれでいます 。 . 


この巧扱説日月書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への盾書や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧は次のよラになっています。内容 
をよく理解しでから本文をお読みください。 


證警窠 (WARNING) 


スプレー吿厳禁 


0 


スプレー 宙や力 t ットこんろ巧ボン 
ベなどを温風のあたるところに放置 
しないでくださし、。 

熱でスプレー生の巧力び上びり爆発し、 
危険です。 


雌に、ボンベびたットされた力たットコン□など趙 
倭ですので、遜露のあたるところには置力、ないで く 
ださい。 



寝るとさ消乂 

覆るときやが出するときは、必ず消 
火しでください。及、人目の履かな 
いところでは、使巧しないでください。 
不完全燃焼や異常臟焼-乂巧のおそ 
れびあります。 



換気必要 


温風の出□をふさがない 

♦巧類、紙などで温風吹お□や空気 
取入□をふさがないでください。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃 
焼や乂ぶの原因になりまず。 

♦ストーブガードなどの囲いに干し 
物を掛けたり、巧類-紙などで温 
風吹出□や空気取入□をふさいだ 
場合や、力ーテンなどで碧面の温 
風空気取入□か‘ふさびれると、本 
化び過熱しで、操作部などび変形 
した0やけどや巧障 ■ 破損ずるな 
ど大変危暖でず。 



0 


爲 

換気せずに使巧しつブけないでくだ , 

さい。 

酸素び不定ずると、不完を燃焼し、 

—酸化炭素などび発生しで中毒じな: 

るおそれか‘あります。 ^ 

使巧中は必す]時間じ1〜2回 

(1 〜2分）換気しで、新鮮な空気を補給しでください。 
換気び十分におこなえない場所(窓び凍結しでいる部屋、 
地下室など)では、使巧しないでください。 





0 


可燃性ガス使用厳禁 

つァンヒーターを使巧しでいる部屋 
で、巧燃なガスび発をずるちの（ベ 
ンジン、シンナー、ガソリン）、ス 
プレーなどを使巧しないでください。 
乂ぶやお障の原因じなります。 



0 


巧描巧方ス 


么盾険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 


ガソリンなど揮発性の富いミおは、絶巧に使巧しないでください。 
乂がの原因になります。 



II 特にま意していただまたし、こと度全のために必ずお守りくださし、) 
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么注意に AUTION) 


カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちののそば、 
ほこりのをい揚所などでは使巧しな 
いでくださし、。 

火災び発ちずるおそれか'あ0ます。 



給油時消乂 

給油は、必す消义しでからおこない、 
こぼれたな巧は、よくふきとつでく 
ださい。 

乂災のおそれびあります。 



指や異物を入れない 

温風吹出□やつアンヒーターの内部 
には、紙■巧 ■ プラスチックなどの 
異物を入れないでください。 

発煙-発火のおそれがあります。 

温風空気取入□の巧じ、指や棒など 
を蓋しこまないでください。 

けびをするおそれびあります。 


0 



シリコーン配ち製品を使用しない 

ファンヒーターをご使用のお部屋では、 

枝毛巧コート液-化粧品■つや化し 
剖などシリコーン配音の商品を使巧 
しないで < ださい， 

燃焼部にシリコーン酸化物が巧着し- 
爲火吉ス作述中消乂などの原因とな 
ります。 


Q 


騎 


xn 

シリコーン配さ製远 


油漏れ確認 

給ミを□は確実(こしめ、給ミを□を下に 
しで、ミ巧漏れびないことを蜡かめで 
ください。 

給油□び確実(こしまつでいないと簡 
単に開いで、义ぶのおそれれ’あります。 



シリコーン配含の商品じは、 

• へアクア製品 

(ヘアートリートメント、ムース、枝毛用コート液) 
♦家具や巧のつや出し剤 
♦化等ぞラぎん 
♦ガラスクリーナー 
♦ 制汗剖 

♦巧類の柔軟到などびあります。 


電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコン t ントに很元まで握実に差し 
こんでください。 

また、傷んだプラヴやゆるんだコンたントは使 
巧しないでください。乂ぶの原因になります。 
ぬれたきでの旅さ差しはしないでください。 
感電の原因じなります。 


〇 


異常時使用禁止 

におい、すすの発ち、炎の色など異 
萬を感じたと青は使巧し辟いでくだ 

さい。 ぶと 

異當燃焼のおそれびあります。 

u 


I 緊急時は電源プラブを巧いで消义しでくださし、。 



電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、 
物をのせたりしないでください。 

また、電源プラヴを抜くときは、コ 
ー ドを持って引き抜かないでください。 
义がや感電の原因じなります， 



ほこりの除去 

エアーフィルタは、週1◎む上必す 
掃除しでください。 一 

ごみ、ほこりなどでフイルタがつま 
ると、異常燃焼のおそれが'あります。-..1 



居室の給油禁止 

給油は、必す火の気のないところでおこなつで 


Q 


<ださい。 

义災のおそれびあります。 


可燃物との距離を離ず 


燃えやすいちのや障害物 
とは、必す國じ示ず距離 
をとつで設置しでください: 
特にカーテンなどび ファ 
ンヒーターにふれないよ 
ラにしで < ださい。 

火がの発生ずるおそれび 
あります。 


〇 



♦壁などにおつ’けすぎますと、あ体巧部び過熱してまを 
装置び作動することびあります。 


2 







愼さ•振動ま意 


水平な場所で使巧しで < ださい。 
振動の激しいところでは、使巧しな 
いで < ださい。 

異常燃焼や誤作動の原因になります, 


正常燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確か 
めでください。 （12 ページ参照） 


A ミ主意 (CAUTION) 

保管時にしていただくこと 

長期茵使巧しないとき又は保管ずるときは、必 
ぶ / / / すな'油を抜いでください。 

1! 傾けたり、横倒しの状態では保管しないでくだ 

火がのおそれがあります。 


〇 


〇 


Q 後!' 


>燃焼に也盛なを巧の灌度が巧く强る萬地(儀富 500 nv 
〜1加 Om ): では、离地調おび必襄です。 

(りページ参照） 眼''- 


温風に直接あた6ない 

湿風に直接長時間あたらないでくだ 
さい。 

あ温やけどや脱水症がになるおそれ 
びあります。 


覆: 赞绿慷;.お巧 まり、 .病気の巧などびお 巧い になる が 
ii 雛 藻兹赫段の 人び 十か 注 おしで くださし V . 

無 鑛嶺 難 どを をなしたなさ、巧巧によってはをあせず 
濃尝棄があります。 ：巧離關•ちな•.も..::.';哨^ 


高温部接触禁止 

燃焼中や消火直後は、温風职出□巧 
巧び高温となりますので、字などふ 
れないでください。 

やけどのおそれがあります。 


巧ぶ 




I かさいおろ樣のいるご家庭で(ま1韓にをちしでくだ 

'さし、。'.:.;.早.‘.:叩ち:;... ...... ：;'違 


な油の保管 

なミ由は、火気、雨水、ごみ、高温および直射曰 
がをさけた場所に保管しでください。 

方ソリンなどと一緒に保管しないでください。 
誤って使用すると異常燃烧や乂がのおそれびあ 
ります。 


長期間使巧しないときは電源プラグを抜く 


0 


長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いで 
<ださい C 

义災や予想しない事おの原因になります。 


電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを撮き、ほこり巧び金属 
物を除ましでくだをい。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良じなり、 
乂災の原因じなります。 


次の場所では使用しない 

乂がや予想しない事巧の原因じな0ます。 


處 

〇 


0 


♦水平でない場所、不安定な場所 
♦巧のあたる掃巧、部屋の出入□及び屋外 
•マントルピースなどフアンヒーターび囲われる掃巧 
♦ほこりや湿気の多レ揚巧 
♦不を定な物をのせた柳などの下 
•司燃な力'スの発ちする續巧又はたまる摄巧 
♦直が扫がの当たる場所、温度の高い攝巧 
•温室、飼胃室など人のいない場所 
•標高び1500 m を超えるよラな高地 
♦理■美容室、ク U —ニンク店などスプレーや化尝薬品 
を使ラ場所 


〇 


曰常のお手入れ時のを意 

曰常の点検-手入れは必すおこなつ 
でください。 

点検-ま入れは消乂後フアンヒータ 
一び十おぶえでから、必す電源プラ 
グをコン t ントから抜いでおこなつ 
でください。やけどや感電のおそれ 
びあります。 （17 〜18ぺージ参照） 


分辭修理•改造の禁止 

巧障、破損したら、使巧しないでください。 
不完全な修理や改造は危険でず。 

お質いホめの販売店に修理を依頼しでください。 


〇 








么注意に AUTION ) 


運搬ずるとき A 

つァンヒ-夕-を運搬する場ちは、給迸タンク 
をおぎ、油受けの内の巧油をおいでください。 

運搬の途中で巧;由がこぼれで固囲を';ちずおそれ 
びあります。 

廃棄ずるとさ 

〇 

ファンヒーターを廃棄処巧するとさは、必す給 
油タンク-固定タンク內のな油を給油ポンプな 
どでお责取ってください。 （18 ページ参照） 
灯油が入ったまま廃棄するとリサイクルの際(こ 
思わめ事故になるおそれびあります。 

変質'打油禁止 


( S ) 

変質巧';を(持ち趨したな油)、不綿巧迦(が.ごみなどが混入した：0ミをなど)を使巧しないでください。 

異常燃焼や故障のおそれか‘あります。 

ノ 


お願い ( NCmCE ) 


巧油の廃棄 



なミ宙の廃棄処分は、巧;由をお買い巧めになった販売店にご相談ください。 



庭巧用する場所 

効果的に使用するために 


•'心？^ Sfi。g 巧ぶ二< で W ぶ»•も打 R; 、ぃ■い 




おの下や壁面に設置 

♦外気に接する窓の下や壁面に置くと、巧気がフアンヒーターで暖められ、 
温風としでが流しますので効果的です。 



温風の循環を巧げないで 

•温 風吹お□の前面に障害物を置かないでください。 

•障害物びあると、部屋の溫度にむらびできるばかりでなく、本体の温度が上昇 
しで危隙です。 

参溫風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 



♦熱に弱い力ーペットや床の上で長時間使用ずると、ををしたり、そり返ることがありまず。 

熱に強いマッ ト などを敦いでください。 

•移動するときは引きすらないでください。床面、置、力ーペットに傷をつけたり、本体底面の蜜装びはび 
れでさびの原因じなるおそれびあります。 








11 各部のを称 

外観図-構造図 

lislf 


タンクきフタ- — -^ 


巧量計(測面) 

师 





ルームサーモじンサー 



電源コード 


ま）イラストは FH - E 34 日巨 Y で説明しであります。 



I 詳しい説明のあるページです。 


おおタンク 

To 




表示部 


オイルフィルタ 

圃 



画 


























注）イラストは説明のため全部点な-表示した状態にしであります。 


i<g^^»^ra>.^0.-gi8fZr»r,.-*-- .'.l .. .. H',；•.I.iff.e»w^«flag^aSPSg 


每互；; 



I 延長たレクト 

I 誠 8 : 88 帶 ^ 

溫祕/時刻 





キーを 押すと表示 
び切り力、わります 


( 

温度表 W 

デジタル表示部 

設定温度室内温度 龜;軍朽中 f 々イ7 -運 f ち 中） 

ピ 18 を側：設定温度表示 (1 2 で〜 30’ C ) 

ち側：室内温度表示 （ 0 で〜 35 で） 

現を時刻表示 

1 

設定溫腹室内湿度 

，をのぶ 

•停止中（タイマーじツト中） 

"時計させ II 消な 
左図は午後 1 日時 35 分の例 

時計させ表を 

設定温度室内温度 

午前 a * 30 時けちせ 

1’時計合せ"点な 

左図は午前別寺 30 分にじツトの例 
日.砂む上放置すると 13 ] に戻ります 

タイ 7 — 合せ 
(時刻)表示 

設定温度室内温度 

午前 6.3|ぉ§- 

"タイマーちせ''点巧 

を國は午前別き 30 分にたツトの例 

己砂な上放置すると〇]に戻ります 


表示切換 


設定温度き内温度 


再通電表示 


自動消乂表示 


エラー 表示 



電源プラヴをコンじントじ差しこんだとき(現な時刻び 
ホじット)や停電後の再通電のときの表示 


設定温度室内湿度 

^" OTT ^ 

設定温度室の温度 


点滅：消し忘れ消乂装置じよる白動消乂15分前〜 
タイマー違琵じよる1時間自動消义15分前〜 

点巧：消し忘れ消乂装置による自動消乂 

タイマー運転じよる 1 時間自動消火_ 

f 弓表示：対震自動消火装置の作動 

※再度、点火操がをしでください。 

その他の£表示についでは、19ページを参照しでください; 


巧 

用 

前 


6 






操作部-表示部のなまえとはた5き 




」詳しい説日月のあるべージです C 


ル SP 压キー 


お巧巧巧 


化。 j け W ".、 II 

夕ち/巧而1 


ル部屋モードの選巧-輯除をするときじ押し 
ます。 

(操巧置選択：ピッ，辭除：ピピッ） 

小部屋モード選巧時ランプか’点灯します。 


ミ由のれにより、自動消乂する20〜40か位前と 
呂動消火したときに点滅します。 

巧のれによる白動消乂時は運乾ランプび早い 
点減となります。 


5巧巧义キー 


5砂点乂のたット-解除をするときじ押しま 
す。 

(操作實 t ット：ピッ，稱除：ピピッ） 

5砂点义它ット時ランプか‘点なします。 


運転び1時間燃焼するごとに1巧間点滅しで、 
換気時期をおがらせします。 


in 


換気表示にたよらす 1 時間に 1 
必す換気しでください。 


設定温度’‘室内寂度 


延是械クト 


チサイルド□ツク 


(3 回押し） 


( 3 ) 





Cp 5 ^ 


4 "ぃ 


■ ^^K —I 


チャイルドロックホ-* 
沪ヤイルドロック巧巧 


，ぶ [31 


チャイルド□ックの t ット-解除をするとき 
に3回巧します。（操作音：ピッ） 

チャイルド□ツクびじツトが態のときじ —i 
び表示されます。 


窝難麵替スイッチ 
商絶飯替表巧 


タイマー運后キ 


; iU|'[JIIW 


タイマー運乾のじツトをするときに巧します。 
また、タイマー運転中、タイマー運転を解陈 
するときに巧します。（操が音：ピツ） 
タイマーたツト状態とタイマー運転時にラン 
プび点なします。 


標高び500 mJ ^ ツ上の場所で使巧する場さじじッ 
卜します。 

富地コースにじットされでいるときじ置泣び 
表示されます。 




時刻させキ 


巧度キ 


現在時刻とタイマー時刻をさわせるときに 
巧します。 

時：時合わせ（操作音：ピビツ） 

分：分含わせ（操作音：ピッ） 


設定適度を変えるとさに巧します。 


:温度を下げる（操が音：ピピッ） 
:温度を上げる（操作音：ビジ） 




















運送時の傷を防止するために操作部.表示部の表面に保護シートを貼っていまずので、取り餘いてください。 
(コーナー部分にセ□パンテープぞ貼り付け、いっしよにはびずとより簡単に取り陈けまず。） ■—一 
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參ボタン.キー操作は、1◎(ピッ)と2回(ピピッ)の操巧音で操作内容をお知らせします。 


運おボタン（運転ランプ) 

点乂- '消火ずるとぎに押します。 

操作音点乂時：ピッ 

消义時：ピピッ 


運転 
‘入/切- 


宏^緑画 


1ランプ点 減：予熱中 

占 1な：燃焼年！ 

旱い点滅：なんらかの原困で白動消乂 


延長時間じレクトキー圆 

運転を延長するとき、運乾残り時間を 

它しクトするときじ巧します。 

(操作音：ビッ） 


1回巧し 
2回巧し 
3 ◎巧し 


3時間 
2時菌 
1時間 


—riini .•’ 

運賠 

入/切 



ウルトラサイン緑 

転状態- 点む琴 

通常運範時 1_ 点 な 

タイマー運嚴時 [ 点_な 
^白動消火 1 日お前 I 遅い点滅 

自動ミ肖乂1日分前 渥い点滅 

自動消火3分前^早い点滅 
白動ミ肖义 ~消 巧 


12.13.16」 


アラーム音 


(ピー •ピー •ピー） 
(ビー.ビー•ピ ー) 
(ピー’ピー•ピー） 
た-.它- .ピ -) 


表巧切換キー E 

1回巧すごとにデジタル表示がだ)りかね 
ります。（操作音：ピッ） 

J 運転時：温度！ I 
r 停止時：時刻 n 


国 \ _ _ 

タイ7—含 


時計含せ 


ウルトラサイン 

r ~~~ 

^由のれで自動消乂 
する2日〜40分位前 

: 油のれで有動消乂 — 


点なが態 

遅い点滅 
卓い点滅 


アラーム音 

(ピピピッ■’•: 
-( ピヒ韦。ッ 





回使用前の準備 

使用前の準備 


包装巧からフアン ヒーターを 出す 

•宫装箱からつ アン ヒーターを取り出し、絕衝がを取りないで<ださい。 

♦淺裝箱、湯衝谢まフアンヒー ‘v V ?ザ*じ,巧巧です.ま•た.巧巧曲巧苗も片れ 4* 

に保麗しでください。 

•巧のことは、工場でのが巧テストじよるちので、貢常ではありません。 

♦ 固定タンクにか證の阿;'由び残っている。 

• オイルフィルタか’めれでいる。 

♦温風吹出□から見える燃焼筒（巧を画んでいる筒）び変をしでいる。 


上緩衝巧(左〉 1 


•上德衝巧(ち） 



夕 一 ~ジ-タンク巧え 


. ——包结汚 


使用燃料 


燃料は必ずな巧 ( J 旧1号な巧)を使巧しでください。 

♦ I 成を榜 I ガソリンなどの揮発なの高い巧はあ巧に使巧しないでください。乂淡の原因になります。 

• I A ミ主意 I 変質な巧、不純な巧は給巧に使用しないで<ださい。 

•添抓剖や助觸剤などは使巧しないでください。 

•なミ由は必す义気-雨か.ごみ-富温および直さす曰光をさけた場所に保营しでください。 


な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふさかけます。 
(火の気のない巧でおこなつでください。） 

打巧はめれたまま 乃ソリンはすぐをく 


な油の保管のしかた 


参の巧はおす义気、雨水、 
ごみ、富湿および直射曰 
化をさけた場巧に保管し 
で < ださい。 

♦直射曰化び灯油を変質さ 
せるため、着色した巧;'由 
巧のポリタンクをお使い 
ください。 


良い保管 



悪い巧管 y 

度'^ 

尚 

VS シ 


変質な油•不純巧油とは’ 


巧シースンよ 
り持ち越しの 
灯な 




獲) 



長期間曰がに 

容器のふたび 

おたる巧や温 

巧けであったり、 

度の离い巧し 

乳白芭のポリ 

巧管した巧巧 

容器で巧含し 

0 

た。巧を 


巧而の乐でう 

'"苗" ■じ^ 


水-ごみや巧 
巧な巧の进が 
ほんのねすか 
でを磊入した 

口がイ -v 


0 


参極度に変質したちのは、黄芭眯か f かったり、すっぱい臭いがし 
ます。 

♦巧ミ由はシーズン中に使いきりましよラ。 


変質な油の見分けかた 


コツプに水を入れ、その上にのミ由を入れで、碧 
後に白い紙をあでます。 


良質な油 


変寶巧巧 



水と同じ 
無を透明 


かしでち色び 
ついている巧'逆 


ただし巧を透巧でをすつばい臭いがすれば変質 
巧油です。- --- 


■巧資巧迪や不稱巧油を使巧すると、 

なおの巧度の原因になりまず。 

♦鼠化筒にタールがたま0、白煙がをでな乂しじ《会- 
なつた 0、 強い臭い力*しで、消义しに< くなり寒導 v 
•萬ち燃焼や途中消义などあ廣の原固じなりまず。-/ 


I 巧貝な油や不媒巧'姐を®巧したとぎは… 

^編近-恩をタジク巧の好油を抜き、きれいなな巧で2〜3園洗 
I づでから倭巧しでくださし、《おいが力*残つでし、ると再発しまず。） 
已哀いなを巧ぎとつでを効果のないとさは、お賣い巧めのお売店 
30於彩3度<の二!。ナお客様ご巧験窓口にご連おください。 


> •巧01なな、す拍巧巧が巧巧で H 巧を巧 巧 まれたとぎは、巧証巧扣かでを巧化の巧を外とな0ます。 
* 规好 みの化 g でお苗りの 場る は、ななをお S いまめの 度 巧巧じご巧 巧< ださい。 











給油 
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♦ ^1 意1給油は必す消乂しでから义の気のないところでおこなつでください。 《を S 、 ノプ 


1.給巧タンクを取0出し、給'ぶ□を開く 


運起ランプ 
給油タンク 
タンク室フタ 


(をあける 


すーブンつまみ 


:強く引く 


2•給油する 




し 


適置な晋一 

を 

油 

巧 



計 


♦才ープンつまみを強く引いで、給油□を 
開いでください。 

• 燃焼中は絶対に給ミ由タンクを取り化さない 
でください。 

•給巧タンクは、ぶつけたり落としたりしな 
いよラ、でいねいに取り振つでください。 

♦市販の給；由ポンプなどを使巧しで、巧置 
計を見ながら給ミ巧しでください。 

参'逆量計の半がくらいまで色び変わつたら、 
結油をやめでください。 

• ななび巧置計のところまで入つでくると、 
黒色に変わつでさます。 

♦指;ミを□に力を如そで変おさ でを舶える I る I 
せますと、巧漏れの原因に グ^搭 

なりますので、変おさせな 
いでください。 

• 給;巧ポンプのホースび巧け も六/、 

ないよラま意しでください。 


おな表示 


ウルトラ 

サイン 



□ックの確認 


副 

おな□をしめたあと、巧谎を指で持ち上 
げ、開かないことを提かめでください。 


3.給巧□をしめる 

• GA まち广」給ミ由□は、確実に「パチン」と音がするまで図^ 強く巧す I ロックの樓爵 I で又 jfjl 
のの養を強 < 巧してください。 ィ巧 !♦/ I (^f \ fVl 

給巧□を下にしで、迪漏れびないことを確かめでから、フ ジ^! 

ァンヒ-夕 - I こ正しく静かに入れでくださし、。固定タンク UJ LiJ 
や給ミをタンクに強い'鱗をちたえると、觀れクが It の原い II ス^ ぉ^ 

因(こなります。 おな□をしめたあと、巧谎を指で持ち上 n V 

•給;'由□の巧部な:どに、ごみなどびはさまつでいる場さは巧 げ、開かないことを提かめでください 。 i V / グ^ 
り嫁いでください。 —' — 

♦ こぼれた阿袖はよく瓜き取つでください。 

■ 給油タンクび正しくたットされでいないと、不着乂や透か消火の原因になります。 


• 給巧は必すお义しでからおこない、フアンヒーターの近くでは絶巧に給油しないでください。 

•冷えたところで給ミ由し、お沾畫びかない（半分む下）場さは、給ミ占□を開いたまま、しばらく室適になじませでからじツトしで 
ください。 


使 

用 

前 

に 


ぴ X 


給油のめやず 


>固定タン3巧の灯油びかなくなると 

• お;由表73^ . 点滅 

•ウルトラサイン（ホ）……遅い点滅 
• アラーム音 ピピピッ 

でお知らせしますので單めに給';由して 
<ださい。 



巧即一 0 巧 


>給巧しないで使用し続けると、油のれ 
となり、自動消义します。 

• 運起ランプ . 早い点滅 

• 給巧表示 . 点滅 

•ウルトラサイン（ホ）……卓い点滅 
• アラーム音ピピピッ 

でお知らせします。 

「-— 話のれ沼央 1 


a 昆ランプ 

<:旱いな;,な） 

をミ由表示 

<,卓;滅> 

ウルトラ 
サイン(ホ） 

くちい点な〉 

アラーム 

<ビピビッ） 



•巧油びなくなつで消 
乂した場合は、必ず 
給ミ由しでから点义揉 
巧をおこなつで<だ 
さい。 

おミちをしないと再逢 
転でぎません。 



















点火前の準備と確認 


水平な巧巧に設置 

水平で安定のよい床の上に設置しでくださし、。 

•水平に設置されでいれば、巧震自動溝义装置は自動的にじットされます。 

•傾斜した場所や、振動の激しい場所で使用すると、燃焼不良の原因になります。又、巧震 
自動消义装置び正しく作動しません。 


油漏れのお認 

置台-給ミ由タンクに、ミ由漏れ- '妊たまりやミ巧の[こじみか。ないか確認しでください。 

•ミを漏れのときは、博巧を中止し、給油タンクを取り出しでからお質い求めの販売店にご旧 
談ください。 


電源の接続 

電源プラグをコンじントに巧の根元まで確実に差しこんでくださし、。 

電源ブラクコードの発熱•堯义を巧ぐために… 

•電源は、必す適正配線された集巧100 v のコンたントを使巧しでください。. 

•奪颗コー’ドは、途中で接続したりお摄コードの使甫.化の 奪 気器真とのタコ定配線をしな 
'、でく.ドザ!い.， . 、 

•舉源プラグの巧度麗ムな、胁ずブラヴ街持っておこなづ念 ■< だ逐， 

•ほこりなどのな着びない力 V . とおど善廉换.掃除をレで蘇挺さ■い 



3ンじント 

100 V , 



高地補正 


標高が 500 m を超える揚巧では、酸素不足により黄火燃焼(赤火)になる場含びありますので高地補正 
をしでくださし、。 

» r 么まち I 標昌1,500 m を超无る昌地では使巧しないでください。一酸化巧素中毒の原因にな0ます。 


標高500〜1，000 m 



〈標高び 500 m が上の主な都市> 

長野県一松す巿、岡谷巿、飯田巿、誠訪巿、ル證巿、 
巧那巿、をス巿、大の市、录野巿、短尻市、駒ヶ根市 
山梨県一富±吉田巿 
岐章県富山巿 
栃木県一曰お巿など 


標高1，000〜1,500 



音巧の営スイッチ 


nil 

一!;むいリ、 

nSm 


m 


表巧切ち 


表示切換キーの上にある富巧切琶スイッチをつまよラじなどの細 
い擇状のをので1◎巧します。表示部に「5日日」^13と表示 
されると設定ち3です。（「弓日日 J の表示は、3砂間で消えます。) 



畐巧の普表示 


高巧の営スイッチ 


P 辦3 咬咬） I日 日浮コ Qi 

;參示の每 



、人/切ノ 


〈標高が1 ,000 m 上の主なの巧〉 

長野県 一 開田巧、リ|上巧、奈 j II 村、原村、南牧ホす 
群馬県一窜津のなど 


表示の換キーの上にある昌地切琶スイッチをつまよラじなどの細 
い棒状のちので2 ◎押します。表示部に「，で曰日 J @3と表示 
されると設定完3です。 ( r /〇 00 J の表示は、3秒間で消えます。） 


もとに戻ず場合扁地補正の解除または已日 Om な下での使風 


もとに戻す場含(高地補正の解陈または50日 m む下での使巧)は、高地の誓スイッ于を2回、または1回押しでください。 
表示部に「日」と表示され、@13表示び消えると、高地巧正の辭陈は完3です。（「日 j の表示は、3秒間で消えます。） 
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麵使用方法 

点乂 

運おボタンを押す 




3。巧 f るなぶおぶ巧!をを3;這:ピお i を法;を S; み巧ミち R 逗;をちをみ, S^!E 


く予熱中:点滅〉 


〈運輯中：点、灯〉 



•ウルトラサインが‘,ななします。 

参デジタル表示部に「設定温度」と「室内温度 J び表示されます。 

•す熱び完3すると自動な乂し、運乾ランプび点巧に変わり運拓を閲おします。 


•着乂時、放電音と同時に這义客を発しますか‘、巽常ではありません。 

♦な义操作から放雲（着义）まで、室違によりぎか変化しますか’、約2お30秒のテ熱持間力*かかります, 
(お通時 （.5. で]^下）は、予熱持茵び通常よ0約1分程层長くなります。） 

•点义時や消火時には、白煙や臭いがでますび異常ではありません， 

(賽いとぎの点义時には、燃焼方スをのが寒気び白く見えるため、通常より多めの白煙がホます。）. 


炎の状態の確認 


•着乂しましたら、燃焼蹈認窓から觸規状態を確認しでください。 

•お荷時に燃焼が腊を調前しであります。巧一、燃烧が態か’不適正の場合は、ぉ黃いずめの販 
荒店じごホ目鞍ください。 


心ブ 


正常燃巧 


青いジの巧にかし黄色い炎力 < 混じ 

つでし、る。 

いナが巧熱ずることがあります、 
i び異常ではありません， 


陆粧 


汽 



> CJJ フト燃焼 

案び滞んだり潭いたりし、宣や真 
いが出で、立消えすること力、’ある。 





X . 黄义燃焼 

黄色いおが違続しでを园に出でい 
る。 



■巧めでのご使用-シースンのめの巧使用時には . 

• 給ミ由タンクをじ、ソトしでから、4〜5巧む待つで点义操おをしで<ださい。 

•防鐘泌や塗おなどが焼けるため、煙や臭いがでます。しばらくの間、換気をしなびらごを用ください。 

♦ 送ミ由経路のを気だまりなどにより、1◎で着义しないことびあ0まず。.点火操作を2〜3◎くりかえしでください。 

•着火時、送ミ由経路への空気の混入じより、煙や賣いび発をし*—時のに炎か’大きくなることが'ありますので、遍風吹お□じ顔 
ををづけた0物を置いた0しな:いでください。 

• 予熱時間が通常よりかし長くなることがありまず。 









消乂 


逢巧ボタンを巧ず 



♦消乂し、運乾ランプ及びウルトラサインか‘消の■します。 

♦满火徽销 L 約3藝饋飄 I おを璋をしまず。 - 

'•:消火をが本巧内巧を涛巧ずるまでを狙フアンが回ります。送風が止まるまで電源プラグ 
を巧がなれで < だミが .. 

■满义猫胸!紙:がお簿まをむるこるを括かめでください。 

■满义時心,.:み班がンブ巧)巧抑畳（ヒゴ^ンといラような音）がしまず。 

おお巧姑袜と、フアン b - クーに巧い巧 g をちえたり、«源プラグを 
巧 P で巧しないでください。 

•巧义 a 宙に巧点义ずると、»义さがをか大きくなりまず。 

•むやみに巧火、消义をく0かえずと、 * いのお因になります。 


消し忘れ消义装置 


巧一の消し忌れを防止するため、点乂お巧を3時間で自動消义し、アラームとご表巧の点口でお巧らせします。 




歡巧巧巧 

\ ! _ ^ 

き巧动と off - f 〈な巧い 

ク 》\ 

宗 V ' ミ^^9巧ぃ点热| 

アラ-ムみ•めが-.ビ-む I か*)》 I :ビ -- ビ-む 


お义10み前巧央3せ前 



み 


:巧い属巧〉 
み•々）お-ゼ-ビ -’)1 


白炎 


I 日ド M '麻の 
C 肖の 
(【1•巧；ビピ-ゼ- 


運輯を延長ずるとを（延長時間セレクト） 


延長時問たレクトキーを巧ず ♦運続で運拓したいときは、旨動消火する前に延長時間たレクトキーを 

巧しで < ださい。 

巧したときから、さらに設定した時茵だけ運おを継続します。 

参延長時巧它レクトキーを1◎巧すごとに、連お残り時間び;夕のよラに 
遷ぺます。 



3 Kn 

担定 sa 妄巧 as 


2巧蘭 

巧を涅 B 呈巧在度 


3 H 




♦ 



延長時間じレクトキーを巧しでいる間、デジタル表示郎には延長時間び表 
示されますか’、手をがずと有動のに温度表示じのりかわります。 


■厂么警告]«1面通巧しで通巧するとさな、お部 S の資巧だ十分巧をつけでください。 


室温の調節 


お度キーを巧す 



•温度キーを巧しで希望の湿度に含わせでください。 

がすごとに1ですつ変わり、押し続けると連続しで変わります。 

参デジタル表示部の設定温度を見なびらじットしでください。 

♦一度たットすると、電源プラヴを抜いたり、厚電などびないかぎり、設 
定温度は記憶されます。 

♦巧巧孜定湿避な22でです。 

• ルームサ- He なシサーにホり、渡定遙度に想じで白動のに义で讚節をおこない 

まザ ...... 

♦ ル—ムサーちをシサーなス？ンヒータ〜浸延ゅ磊度をお知しでいますので、お 
巧度巧盞度なとはを這が一尝 I しないことびおります。 

• フ？シヒーターに直菊日がやすをまるがちたごでいたり' 惟の光熱器具の影登 
を瑟けでいる巧含には、 JU ふムサーモじンサーが巧瞄こ巧動しません。 
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か部屋モード 

最大火力をおさえ、じーブ運転をする機能でず。 


ル部屋キーを巧す 



参点乂操作を、ル部屋キーを巧してください。 

ル部屋ランプび点灯します。 

•ル部屋モードを輯除したいときは、ル部屋キーを押しでください。ル部屋ランプ 
が溝なします。 

[ 一一^ 音隔^ド古最叔而頭室--_ "3 _ 

FH-E345BY -一 木造色置-〕ンクリート 8 量 
FH-E465BY 一一 木造7畳.コンクリート10畳 
_ FH-E575BY -木造 9 置-コンクリート 12 置 ， 



I か部屋モードとは…… 

最大乂力を40%おさえで運をします。 

轰大义力を下げでを用したい揚含（小さなお部屋、喜先•秋□など）は、ル部屋モードをお還びください。 

ル部屋モードでは、室温び設定温度よ0約3で上昇すると白動のに消乂（じーブ消义）し、設定温度まで下がると目動的に再点 
乂しで、室温を調節します。 

它ーフ消火中は、小部屋ランプとウルトラサイン（緑）のみ点なしでいます。 


たーブ消义時のランプのつさかた 


^小巧屋ランプ 



ウルトラサイン（综） 



己秒点乂 


為吕なを解;^ w ， s 巧獻嚇4が ■し山 J け|化111 1 〇 | 八川。!术,|リの rniau の rii ‘ i 3 师 I I 山田口 nrrr. i •； ,1 ■ i，n rtan . w ri ,> rr --^ 

点乂時間を短縮させる機能です。 

あらかじめ5妙点义をたットしでおくと、運窗ボタンを巧してすぐに点乂できます。 


5砂点义キーを巧す 



•己妙点乂ランプび点なします。 

•己秒点火ランプを点のしておきますと、点义操作後、約5秒で点义します C 
♦已砂点乂を解除するとぎは、ちラー度己砂点火キーを押しで、5抄点义ランプを 
消なしでください。 

■あらかじめ已砂点乂ランブを2巧30秒が上点なしでおかないと、5物点火しません。 

• 5砂点义は12時間たつと白動的にお除されます。 

• 己秒点乂ランプび点巧しでいるとぎは、運乾淳让中のみ約 lOOW の消賣電でがかかります。 
•タイマー選提にすると5巧点乂は白動的に熙孫され、己秒点义キーを巧しでち日砂点火 
ランブは点なしません。 

♦低温時は点乂時間び延びることびあります。 


mm • 5秒点义ランプが点のしでいるときは、運転停止中でち本体上部や温 
風を気巧入□び熱くなります。 


チャイルド□ック 

、 なちが*苗■ち巧おみみ^口馆 S みみ -g がお?巧煤巧娩ぶ冷りおお giigaci おが おなづがお*^ THfPfwts eg k 11 | • !■! W り 1 ■■ 1 , 1 1 J U1 n ■ lj 。 I J I n wi い i "i i r り 11 ■ , i : ぶが サぶ;:な;'ぶ巧づ巧みお*巧法供装が届皆な s をでを絲ぉ巧族坦^^を叛み 

おす様のいたすら操作を防止します。 

お子様などじよるいたすら操作の巧止や、誤って運転ボタンを巧しでも点火しないよラにしたいときに使巧します。 


誠すレ ドロツクトを 


チャイルド□ツク表示 



参チャイルド□ックキーを3抄な巧に3回巧しでください。運転巧または厚止中で 
ちチャイルド□ックできます。 

参表示部にと表示されるとたット完3です。 

•チャイルド□ックの解斷よ、再度チャイルド□ックキーを3妙!^抑こ3回押しで 
ください。 

•運损中にチトイルド□ックをじットすると、わット中は運睡谭止（消火）操作な外は 
養け巧けません。* 

• 厚化巧にチャイルドロックをたットすると、じット中はすべでの操作を受け巧けません戸 
X :增し5秒点火の招除とチャイルドロックの醉陈操作は到ブ巧けます。 

• 3時間音動消义時あびタイマー運綺じよる自動消乂時にチャイルド□ックを稱除する 
揚さ、建扇ボタンを1回巧しで 「 OFFJ 表示を嚴陈してからおこなつでください。 

[ OFFJ 表示を解陈しないと、チャイルドロックの稱徐はできません。 







タイマー運乾 


smsmmsmmmassmsmasm 




•々イつ一はち乂ち巧です 

它、ントした時刻になると運乾を開始し，設定温度になるよラ火力調節をします。 

室温び抵いとさは、じットした時刻より早め （5 〜1已分位）に運転を開始します。 

参点火後1時間運おすると、自動的にお义します。 

安きにご使用いただくため、点乂後1時間で自動消义し、アラームとご表示の点巧でお知らせします。 
(タイマーランプはなな） 


タイマー運転のしかた 


1•タイ7—させ表示にする 


' 卢通て 巧クト 

F らぶ蹈0 ^ 


ま度/時刻 

時 這を 



参表示切換キーを?甲しで、デジタル表示部をタイマーさ 
せ表示にしでください。 

参現な時刻の合わせかたと同様にしで希望のタイマー時 
刻に含わせでくださし、。 

• タイブー寢刻は、1厦じットずれば記憶ちれます。 

♦末たット饭場合、巧期表示は午前6:00となります。 

• 5秒間撲ががないとき、デジタル表示は呂動的に巧のま巧 
にをど0ます。 


r タイマーさせ J 


2•タイマー運拉キーを巧す 


;纖 



城/時が 


参運お中、または運拉ボタンを押した後、タイマー運乾 
キーを巧しでください。 

•タイマーランプび点なし、デジタル表示部は時刻表示 
じ切りかわります。 

•タイマー運乾を輯陈したいときは、運捉ボタンを押し 
でください。タイマーランプび消口します。 

•合ねせた膀刻になると、自動のに運乾を開始します。 


せ 











タイマー運乾について 


点义を1時間で白動消义しまず 


タイ7—逐捉中 

運^運転ランプ 
JJ の) く消の〉 


((<a^£ni ： r^»s, /) 


ウルトラサイン 

〈消な〉 


をタィ 7 > タイマーランプ 

~ ' <点な> 



冷 


r 


S 1 I お义 

運転ランプ 

(消な> 

ウルトラサイン 

〈消巧> 


タイマーランプ 

心ーパ〈点口〉 


響. 


自動消乂の15分前より 「 OFFj 表示とウルトラサインの点滅及びアラームで消火ず黃 
されまず。旧ページ参照） 


日 , cf i デジタル表示 

- ' 〈点口〉 

(((•))) アラーム 

(ピー-ピー’ピー）， 


続けで運転したいときは . 

1.タイマー運鼠キーをま甲し、タイマー運輯を辟除します t 




All 告 1 長時間連続しで運輯ずるときは、お部屋の換気に十分気をつけでください。 


• タイマー運時は、特に周猫に巧燃物がないことを確認しでください。 

•タイマー它ット時劾を確認するときは、ま巧の換キーを巧しで、デジタル巧巧部をタイマー時刻表巧じじ 
でくだミい。 

♦ホ t ットの場をや電源プラグをコンたントから巧いたとき、停勇を巧通電したときは、タイマー運おはし 
ません。 

再度、現を時刻をわせ-タイマー時刻含わせをおこなつでください。 


ウルトラサインの消な 

，;'.'つゴご:|<ぶ,:,*で;ゴ巧^：で;.に'ふ—'产巧ごな;：》一,；ザ;ゴこぶ;ふべ,,リコて，;.;:;み r 一の;;でて;む占. Hif ;; ツ。を;;"—り•，ごごみ;みか巧 & S におぶ^,-■:!。なむむ占;—ぃ型ぶ《おみ山ザ巧をををじ;お*>いこ, f 空ゴ,がさぺけ,弓,ちご;で占な,—,—,?ご巧巧づぶ Si * が K わ 

ウルトラサインを消なさせたいときに使巧します。 

延長時間じレクトキーとル部屋キーを同時に巧す 



参厚止中に延長時間亡レクトキーとル部屋キーを同時に5砂間 f 甲しでください。 

参2回（ピビッ）の操た音とウルトラサイン（緑）び2◎点滅しで、ウルトラサインの消灯モードびじットされます。 
♦ウルトラサインの消巧モードを解除し、点なモードにするときは、停止中にちう一度延長時間它レクトキーとル部屋 
キーを同時に5秒間巧しでください. 

参^回（ピッ）の操作音とウルトラサイン（緑）び1回点滅しで、ウルトラサインの消なモードび解除され点なモード 
に切りかねりまず。 

♦ウルトラサインの消なモードでは、白動消义と給油ず萬をアラーム置でお ffl らせします。 

♦消’乂をの本体ち就か、它ーブ消乂中、タイマー違乾み、5砂点义のたット中、チャイ j レドロックのたット巧は、ウルトラサインの 
消巧モードのじット-辭おはできません。 

♦電源ブラヴをコンたントから巧いたとき、停電後再通電したときは、ウルトラサインの消巧モードは辭なされます。 











な日常の点巧•手入れ 

点巧•寺入れは、消义巧フアンヒーターび十分巧えてから、必す電源プラグをコンたントから巧いで 
おこなつでください。 

お巧がの分が、巧気が晶の分がや巿巧品との巧巧は巧巧にしないでください。 

♦フアンヒーターおよびその商 S は、いつをきれいに掃除しでおいでください。'.- I .け'.:.. 'お’.が‘:て‘' 

•散廣.玻場したをのは巧巧しないでください。 . .|,|:ゎ' '''. I ;’;'.'.'.;';''';. 1.:'’ 


使用ごと 


周辺の可燃物の点検 


参じ么を意」フアンヒーターの固巧には燃えやすいちのを這かないでください。 


油漏れ•油のたま0•油のにじみの点検 


参瓶がちれでいたり、ミ由のたまり、じじみびないか点検しでください。 

参油漏れのあるとさは、お賣い巧めの販売店に修理を巧頼しでください。 


週に一回政上 


エアーフィルタの掃除 


1 A ま 意 I エアーフイルタが、ごみやほこりで目ブまりすると燃焼不 
度の原因になります。 

春エアーフイルタをはすして、捕除機及は、ブラシできれいに掃除し 
でください。 

氷巧い趣たたとをは、::媒嘴が綴が橄觸かを坡巧縣樹巧ぐ: 

ドタ 'V 

•エアみツイ ルタを 餓 ずした巧まで巧巧しながでください。 
(はすレたままでご巧巧まれまずと、ごみ•巧こりなど 
びち風ち巧に獲みし、真衡 K 巧巧お坦じなりまず。） 




温風空気取入口の掃除 


背面の温風空気取入□に綿ごみなどび付着すると風量び減少し、本体 
内部の温度び上昇しで過熱防止装置び作動ずることびあ0ます。 

♦掃陈磯又は、ブラシできれいに掃除しでください。 

■ルームザーモむンサーをむやみに巧げたり、ひっぱった 
りしないでください。 

♦巧根や巧巧にごみやほこりなどがぞく 巧ち したときは、 
お R いずめの巧巧巧交は、 疼理ち 笛ちのいるちなどにお 
巧巧巧されることをおずすめします。 



温風吹出□の掃除 


温圃吹出□じな着したほこりなど t ?* 焼けたり、白く変色することびあ 
ります。 

参本体や温風吹出□のちれは、本化び;ちえでから、しめらせたやねら 
かい巧でふきおつでください。しつこいちれは中は洗剤を使巧し、 
十分からぶさしでください。 

•溫西の出口はホーロー化上げでずので強い力を化えない 
でください。を巧したり、ホー□—がはがれたりするこ 
とびあ0ます。 
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愛情点検 


♦点义しない一-- 

•炎が U フトし、臭いがずる 
♦点义しでち适か消乂する 
♦お巧表示が点滅し、運致しない 


塵定期点巧 


長期間ご使用になりますと、器員の点巧び必要です。 

• 2 年に1回程度、シーズン終3渡などにお買い巧め の 販売お又は、修理資搭害〔(お）曰本 6' 油燃焼機器保守協舍 
(TEL 03-3499-2928) でおこなラ巧術管理講習を修3吾（石油機器技術管理±)など〕のいる店などに点検依頼 
されることをおすすめします。 


の 


_ ^年写、使巧の若油フアンヒーターの点検をぜひ 

♦ミ由ちれびする。 

こんな症状は •強いにおいびする。 

あ0ませんか参運輯中に異常な富力すずる。 

•その他の異常や故障か‘ある。 


ご使用中止 

故障や事故のお止のため必ず 
販売店にご連おくださし、。 
点検-修理についでのご費巧 
など詳しいことは販売店じご 
す目談< ださい。 


•か洗いはお巧にしないでください。がでホラとロミ巧び通おしなくなります。 

•スイルフイルタ及び固定タンクの巧除をおこなつでち、点义しない.炎びリフトし臭いがする 
消义する場合は、お買い巧めの販壳店に修理を巧おしてくださし、。 


途中で 


4•タイルフイルタを它ツトずる 

♦オイルフイルタをちとどおりに t ツトしでください。 
♦こぼれた巧诞はよくふきあつでください。 


3•ごみやがを巧く 


巧なポンプ 



参固定タンク巧じたまってい 
るごみや水を巿販のお';宙ホ 
ンブなどで巧いでください。 


ボリパクク 


因をタンク 


2•きれいなの巧で洗ラ 



•オイルフイルタの中のかや 
ごみを取つでからきれいな: 
巧ミ由で洗つでください。 

参ごみヴおれにくい場含は、 
酉ブラシなどを使うと便利 
です。 


♦フィルタ部を破損させないよラ注意しでください。 

♦フイルタ部にがが巧着した巧さは、十おに乾‘属させでくだちい。 


1•すイルフイルタを取り化す 



>固定タンクからすイ 
ルフイルタを取り出 
しでください。 


オイルつイルタ 


国定タンク 


オイル フイ ルタを取りおすとき、水やごみを固定夕 
ンクじ惡とさないよラま意しでください。 


回 1 U 上 

巧';ザを苗、'が-- 'む、:だが}巧みさ?^•巧■な.一お わ.* jg ： 祖 さち廷^^ 


シー スンに 

W 知—で!?さご ; W 


鲁燃焼中じあ体をゆすり、巧震自動消火装置か’作動して消火するか確認しでください。 
作動ずるとデジタル表示部にを表示しまず。 

•巧震有動消乂装置はお巧に分がしないでください。 


月に1回 m 上 

' _-一^-^一—一 .•. .—:一一-. -'.— — ----'——--^■11, II 口 -. rnr rmm niinmTmmiT r i n tr r nT m iriTTrrrrr rr iBmrrrr m 「 r~~r nn . im — - …- t — i - - 一 — .-i n 一一 . u . - 'ri.r 











国故障 • 異常の見分け方と処置方法 


安を装置びた動しで自動消义し、デジタル表示部に f 表示でお知らせします。 

運覇ボタンを巧し（表示は消えます）、処置をしてください。姐置をち f 表示するとぎは、お賣い求めの販売ちにご相談 
ください。 

(修理を依頼されるとさは、 f 表示値をお知らせください。） 


^表巧 

:馨 ：原頂: ち 鑄き装置! 站 ... 

処置方法 ' 

m 

• 強い地震た振動、衝撃を受けたとさ 
• 本化を慣けたとき 

[巧震自動消义装屋のが動] 

•水平で受定した場所で使巧しでください。 
•地震じよって作動した場含は、周西の可 
燃物、本体の損傷、巧巧のあふれなど異 
常びないことを確認した後、点义操作を 
しでください。 

(巧動後は自動的に亡、ソトされます。） 

.. 

，:、 

.1.. ' ' ' : ' 
•一. ' , 

齡 J 

: を;.：お： . i . 

お: a ’:?. 門^ 

け 

i .. 

.• , - , ' 

•途中ま乂したとぎ 
•冥萬燃焼をしたとさ 
•不良阿泌を巧巧したとき 
•送'ぶ経おじ化または、ごみがたまつでレ 
ると受 

• エアーフイルタの目ブまりによる燃焼巧 
空気不足のとさ 

[不完を燃焼防止装置の作動] 

* 曰萬の点検-手入れ （18 ページ曇照）を 
しでから点义操巧をしでくださし、。 

• 良質の巧姐を巧巧してください。 

•送油経路の水巧き、オイルフイルタの掃 
除をしでください。 

• エアーフイルタを揚除しでからな乂操作 
をしでください。 

み‘:.:：ぶ;’.’ ... 

.r 臣繼 y : 整 J ; 頓^ 

.. .. .... . .1 

... . 

こ巧川門:..八:^:' v 、’, f . p : ぶ背:...;. 

•点火吉スをしたとぎ 
•臭巧備焼をしたとぎ 

[点义まを装置のが動] 

[燃焼制御装置の作動] 

• 曰常の点検-字入れ （18 ページ参辑）を 
しでから点火餐巧をしでくださし、。 

.... ,：•；；： ....，く.::.:, .. 、 . 

..... ■ ■.. 

..おお可.护巧:巧’..;が..:.:’:.;お^ 

•厚巧したとを 
• 逗源ブラヴび抜けたとき 

[巧ちるを装置の作動] 

•通里後、巧乂孩巧をしでください。 

♦ 空源プラグをお损してください。 


♦ 

• - • • 

蘭 卿約18晚 .相,.，が. (な麻 ㈱ ..... 

♦ 

... 、 .；• ' 

. : : « , . • 

• 温曲空気取入□や温面のホ□びふちびつ 
たとぎ 

• 湿風のホ□の前面に障害物などびあると 
を 

[過熱防止装ちの作動] 

•本体び;ちえでから、温風空気お入□や湿 
風の出□の点検-清掃、周画の確認をし 
たを、点乂操作をしでください。 

'' 

- HEHl 

;[巧動時)' ' : ' イ舞塌時た1..,/邦酷時）. 


•巧一の消し忘れを巧止するため、な乂操 
作後3時間で白動 r 肖火します。 

[消し忘れ消义装置のた動] 

•点火操たをしでください。 

(13 ページ参照） 

0 •四•極 
n •现國 ：. 

V 

• 電気系統の巧障です。 

• お買い求めの販売店にご相談ください。 

ノ 
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点火時や消火時に白煙や莫いびおる。 


点义時や消义時の多ルの白煙や養いは異篱ではありません r 


燃焼開始時や消义をに「ピチ-ビチ J 富がする f 器具本体び熱により膨張、化縮するためです。 


下記のよラな場合炎びオレンジをじ輝くことがありますび異窜ではありませ 


おびすレンジ色に輝く. 


使用中にときどさレポコ.ポコ」置がする。 


• 巧岸におい巧など空気中に遙おびをい場さ 
• 空気中にほこりやが分びをい場含 

•超音波她湿器を使巧しでいる屬ち__ 

給巧タンクから固定クンクの方に口巧び流出すると舌の音で異萬ではありま 

せん 


使巧中じとさどさ「コト•コト J 音がする。 


電磁ポンプの動いでいる音で異常ではありません。 


温風の出□びちれる。 


r 日常の点検•ま入れ J (17 ページ）にしたびい掃除をしでくださし、: 


こヤイルド □、ン クを制 g する 


再巧义溪たをする 


I 怒をあだ、試屋の換気をする 


忌面空を的入□を巧巧する 


巧害巧を取0降く 


こアーコイ.ルタを巧降する 


と表ホ 


ED 

巧 

EH 

f 円 





EH 

. 


• • • .. 

* •- 

U — 





処置方法 


コンじントに確実に差しこむ 

涅電されるまで奇つ_ 

巧点义摸1’ちをする。安定した攝巧で使田ずる 

給油する 

指巧□をしっかりしめる 

窒賀のな巧を便巧ずる 

ま巧経路の化あさ、オイル フィ ルタの持除 
をする _ _ _ 

固定タンクに正しく装若ずる^_ 

画をタンクに圧し<装這する__ 

販売店に條理をの巧ずる 


具含の悪いときは、巧の表を参辜にしで点検-処置をしでください。 

処置ちまじより処置しでち良くならないときは、お買い巧めの販売店にご相談ください t 


電源ブラグびコンじントじ差しこまれでいない 

j 亭電かである ， 一— 

巧麗白動销か装置が巧動した______ 

腊巧梦ンクに打巧がない 

給油□びしっかりしまっでいない 

不良巧油をず巧しでいる —— ____ 

送 a 経盛に水または、ごみびたまっている 

給姐タンクのお還が悪い ___ __ ___ 

オイルフイルタが取りなけられで f 占い 


送-曲径路接病部びゆるんでいる 


フイルタび目ごまりしでいる 


I '通鼠吹出□びふさび 

遇鹏比純び細した 

こりでつまつでいる 


呈*衰巧上 g 的化装#び巧動した.. 


消し忘れ消义装宙び巧おした 





なのよラな現まは巧障ではありません。 

•修理を依頼される前にちラー度お福々、めください< 


'現 お 

1 説明 ' 


洒めで陣巧するとさ、煙や臭いれ’でる。 

1耐熱望料やほこりか’院けるためでず。しばらくおをあけで換気をしでくださ 
'い。 


固定タンクに巧巧か’みたされるまで4〜5巧に待って点乂操おをしでくださ 
初めで使苗するとぎや、シースン巧めのの使Iし、 

巧時に1回で着乂しな:い。 送油経路の空気だまりなどにより、1◎で着义しな:いことぴあります. 2〜 


3回点乂操巧をくりかえしでくださし、。 


义時 - 燃焼時 その他 


を巧中消义ずる 


白煙び出ですぐとまる 


が潰れがずる. 


をびリフトする 


赤乂で燃える 


20 

























国部品交換のしかた 

部品交換のとさのミ主意 


@1^不完をな修理、調整はを巧ですので、部品の巧換、蘭巧び必要な場合には、お賈い巧めのお壳店文は、修理資宿吾 
[(お)曰本有巧燃巧機器保巧協含でおこなラ巧術管巧离習舍修了ぎ(石'庙樣ぉ技術管理±)など]のいる販壳店[こご相談ください。 

巧房巧巧は コロナ純正部品 とごお定ください。 


消耗•劣化しやすい部品（交換が必要な部品) 


■特に消巧•お化しやすい部品■ち巧聞の巧巧によ0 

く高温乂冀かで使巧される部品） お巧.巧 ns しやすい巧苗 

♦点义プラヴ •パーナヘッド 

•お検が器(フレーム日ツド〉 • バーナヘッドリング 


■巧 K なな-不巧な巧の话巧により 

劣化しやすい部品 
♦オイルフイルタ ■冀模知器(フレーム□ッド） 
■ポンプフィルタ ♦気化筒 •電磁ポンプ 


M 保管(長期間ほ用しない場さ） 

おしまいじなるときは、電源プラヴをコンたントから巧き、次の要領でお字入れしでから保管しでください。 


1•な油を巧ま取る 

♦お巧タンクと固定タンク巧の巧油を抜き取つでください。 

(18 ぺージ参照） 

€■■ •♦水*ごみなどを巧したまま巧がると、廷微#巧ち 
さなぶ(毎になりまず • ：...半川 

■巧沾を瓶かないと、巧篇時にこ@れ我0、にじみ化 

たりし でな巧で夕* 古が.讓$如; 


2•掃なをする 

•オイルフイルタの掃除をする。 （18 ページ参照） 

参エアーフイルタ • 温風を気取入□の掃おをしで<ださい。 

(17 ぺージ参照） 

掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

♦温風吹出□-本体の掃除をしでください。 （17 ページ参照） 
しめらせた巧で巧れを落としでから、からぶきしでください。 


3•保管ずる 

参廷装箱に入れで、湿気のない揚巧に水平に保管しでください。 
お扱説巧書ち大祝に保管しでください。 

imm ♦巧をにした0、 巧けたり、横毋しの状が巧がに 
Hi (しないでください， 

推けされなかった口进 jy ちれで次裝のおそなが巧。 

が. . 


爸ミ田ボンブ 



困ちタンク ボリパクツ 



7 

--1-.化化.心; 
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11 仕様 


型 

xC の 

0要 

び 

FH - E 345 BY 爆本型 iCFH-E344BY) 

FI+E465 己 Y (基本型す FHf464 巨 Y ) 

FH - E 57 犯 Y 馆本型な FH - E 日74 己 Y ) 

種 





類 


気化式-強制通気お-強制が流形 



点 


火 

方 


iC 

高圧放電点义 

使 


用 

嘶 


料 

丹巧 (JIS1 号ロミを） i 

が 

料 

消賣 


最 

大 

0.334 L/h 

0.449 L/h 

0.553 L/h 


最 

か 

0.064 L/h 

0.085 L/h 

0.091 L/h 

暖 

房 

ホ 

力 

最 

大 

3.44 kW 

4.62 kW 


5.69 kW 

最 

ル 

0.66 kW 

0.88 kW 


0.94 KW 

騷 



宣 （ 

正面） 

34 dB (最大滅烧時） 

37dB (最大燃晓時） 


39日巨（最大燃焼時） 



20 dB {最小燃段時） 

22dB (最ル燃转時） 


23づ 巨 （最小燃焼時） 

ミ宙 

夕 

ン 

ク 

容 

量 


7.2L 



燃 

憾 

継 

続 

時 

間 

21 .日招間（最大燃烧時） 

16時間 （最大 燃烧時） 


13時間（最大燃臨時） 

標 


華 

顧 


室 

木 造15が（ 9置)まで 

木 造20が(12置)まで 

木 

造 2日がり5畳)まで 



コンク リ-卜 20rrf り2員)まで 

コンクリ-卜 28rrf り7畳)まで 

コンクリ-^ 33がり0養)まで 

が 


お 

寸 


ま 

离さ42 加.で语4と 2 rnm 类巧 334m 円 

冒さ 426 mn 幢 504 rrr 

巧巧 334 Tr 



(置台を喜む） 

(置台を 含む) 


質 量 

11 .2 kg 

12.0 kg 


電 

源電圧巧 

び固渡 

数 


100V 50/60HZ 



定 

惜 

消 


電 

• • 

た 

な乂時最大 650/650W 

点义時最大 650/650W 


点义時最大 650/650 W 


燃焼時 21/ 21W 

燃焼時 24/ 24W 


燃焼時 26/ 26 W 

電 

流 

ヒ 

ZL 

— 

ズ 


管おヒュース 10A 



贾 


を 

裝 


置 

巧震白動消乂装置過熱防止装置点义まを装置 燃焼制御装置 



惇電まま装置不完を燃焼巧化装置消し忘れ 消义装置 


編アフター ヴー ビス 


♦このコ□ナ百ミをファンヒーターじは保証書びついでいます。 

「お買いあげ曰-販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお養けとりになり、大のに保管しでください。 
♦保証期間はお買いあげいただいた曰から1年間です。 

♦巧のよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の対象になりませんのでミ主意しでください。 

• 変質な;由や不純な;由など、また灯油な列の燃料使用による故障や事故。 

♦ 誤った使用ち法による故障や事故。 


♦本書の「故障-異常の見かけちと処置ち法 J (19,20ページ）の項じしたびって調べでち良くならないときは、 
お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

•ご連禮いただきたい巧客はなの通りでず。 

こ^ 重の呼び!な証書をごらんください。 

■お買いあげ日 

•故障状況（できるだけ具が的にご連絡ください。） 

• ご住所- ご氏ち ‘お電話奮号 
♦修理に隙しでは、保証書をご提示<ださい。 

保証期間中であれば保証書の規定にしたびって無料慢理させでいただきます。 

♦ご不明な点や修理に関するご相謡は、お買い巧めの販売ちかおお<のコ□ナお客様ご相談窓□にお問い含わせく 
ださい。 


■保証期間が過ぎているときは 

•お真い求めの販売巧にご相識ください。修理じよって唐巧できる製品についではお宮慷のご要望じより有料修理いたしまず。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石ミ由フアンヒーターの補修巧性能部品（機能を提持するために叔票な部温）の保育期間は製造巧ちのり渡6をです。 

■修理に出されるとさは 

♦歸送時や違搬時に給油タンク-固をタンク巧にな巧力巧^ったままでずと、傾きや振動で灯ミをびこぼれることびありますので、 
必す巧ぎおつでくださし、。 


修理を依頼されるとを 


保記について 


点巧•その地 
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Q \ 

80 

89 

86 

85 

88 

87 


m 

B 

3 

巧 

n 


m 

了 

き 


56 

56 

76 

61 

65 

52 

62 


AX 

AX 

AX 

AX 

AX 

AX 

AX 


TEL の 1 りが 4-0 。 
T 巨 L のりみ 79—Sr 
TEL(013 おが一 60 
TE しり 16 目) 37-23: 
TE しく 0155)3 已一 75 
TEL ゆ 154)24—41. 
TE しの 157)26 —21( 


TE しの 17)742-82! 
TEU017)743-29 
TEL(018)864-56* 
TEL{018)864-52 
TEUOl 78)24-52, 
T 巨し (0172)28—39 
TEUOl72 に 6-47 
TEL の 19)622-47 
TE し (019)604-0 么 
TELCO 197)22-41. 

TEU022)235-31 
TEL(022)783- ] 7 
TE し (024)93S- の 
TEL(024)947-46 
TEL(0242)26-32 
rEL(023)642-32} 
TE し (023)631 — 7: 
TEL(0234)31-05 

TEL(03)3927-1 H 
TEL(03)3911-11： 
TE し (029)241 — 21 
TEL の 47)312-83: 
TEL ミ 048)651—12; 
TEL(029)839-53; 

TE しく045》另 52 — 4C 
TEL 化 45 巧 52-4 み 
TE し(042)53】 一 S フ’ 
TE し (042)531 — 42; 
TE し (055 た68—巧 
TEL(055)268-15 

TEL(027}361-4 
TE し (027)363—St 
TEL(028 ミ632—5, 
TEU028〉632-5i 
TEU027e) 38-65* 

TEL(0256)32-21: 

TEL り 25 巧 32-21 

TEU025)2eS-91: 

TEU026^21-51 

TEL(026)22]-23 ィ 

TeL(0255)73-75 

TEL(0263)26-00- 


I 密 


卜 AX(055;268-1569 
FAX の巧が 8—1571 

FAX(027)361-9139 
FAX り 27)364-3228 
FAX(028)632-5205 
FAX(02856 10-4607 
FAX(0276)38-5508 


FAX(01 7)742-8275 
FAX(01 7)743-674' 
FAX(018)864-8468 
AX の 


38)48-6080 
66 わ 7-2338 


20904002 あれ，工場 ミ条巿索おお 7-7 〒955-8510 T 巨 L(0256)32— 2111 ( 大げ表) 

巧崎工場 宿時巧宝 IT2-58 945-081 7 TEL(0257)23— 5175(げ表） 

長晒工場長厨巧下条の含ノ滿 1069 〒 94 〇 - り 46 TEU025S)22-2] 2 U け表） 



修理サービスや製品についでのご相談は機種ちをご確認の上、お買いあげの 
販売店または下記のごホ目談窓□にご依お< ださい。 

ご乾居やご磨營品などでお西0の場さは、下記のお巧<の窓□にごす目談<ださい。 

香称、 P 斤を地、電話番号は、変更ずる場さがありまずのでご3承ください。 


古巧賣ま调"’サ松が戸根王 テ山3扣 サ几奇本巧调分 
S お蘇がま沼巧 I 大大買を巧度福に北岡米谏握福化盧货長客大 


宮郡 n 巧山 nL 王-を東水千大つ 


じ 2 V ; A 1 フ3ご 


T 2 3 佩17 


巧な舍社 3AJ • 


























































































































